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目 的　 硫 酸 鉄 と 四 塩 化 ス ズ か ら 共 沈 法 で 作 ら れ たFe-Sn 複 合 酸 化 物 が 家 庭 用 ガ ス セ ン サ ー

と し て 用 い ら れ て い る 。 セ ン サ ー 感 度 はSnO  aを15-20 nolJS 含 む 時 最 も 高 い 。 両 酸 化 物 系 の

相 図 に よ れ ば ａ －Fe ，O ,へ のSnO  2の 固 溶 限 界 は 高 々１ fflOl%で あ る の に 対 し 、 こ の よ う に か な

り 広 い 範 囲 でSnO  tが ａ -Fe  zO ! Iこ置 換 的 に 固 溶 し て い る こ と が 予 想 さ れ る の で 本 方 法 で 調 製

さ れ た 複 合 酸 化 物 の 局 所 構 造 を ｘ線 吸 収 法 で 調 べ た 。

方 法　 ｘ線 吸 収 法 は 高 エ ネ ル ギ ー 物 理 学 研 究 所 放 射 光 実 験 施 設BL －lOB でFe お よ びS(i Ｋ吸 収

端 に つ い て 室 温 、 透 適 法 で 行 な っ た 。X 線 吸 収 ス ペ ク ト ル よ りEXAFS 関 数 の 抽 出 、 フ ー リ エ

変 換 を 行 な っ て 動 径 分 布 関 数 を 求 め 、 カ ー ブ フ ィ ッ テ ィ ン グ 法 に よ り 構 造 パ ラ メ ー タ ー を

決 定 し た 。

結 果　SnO  ，の 添 加 量 の 増 加 に 伴 うFe  －Sn系 複 合 酸 化 物 の 局I所 構 造 の 変 化 は 、 （1)      SnO 2　15

mol ％ま で は 系 は ａ －fe ^0 3構 造 で 、 そ のFe の 位 置 にSn が 固 溶 置 換 し そ こ で 飽 和 す る 。 （2)

SnO  2が さ ら に 増 す と 置 換 で き な か っ たSn は 、SnO  2　33 mol ％あ た り で は 置 換 に よ っ て 生 じ た

格 子 欠 陥 に も ぐ り こ み 系 を 不 規 則 に す る 、(3)     SnO  2 50 nol ％に な る と 置 換 で き な か っ た

Sn は 凝 集 し てSnO  zの 相 を 形 成 し 、 ル チ ル 構 造 のSnO  ，とSn が ａ －Fe ，O ，の コ ラ ン ダ ム 構 造 に 固

溶 置 換 し た 相 が 共 存 す る(4 ）SnO  ，67 nol ％以 上 で は ル チ ル 構 造 のSnO  ・が 主 と な り 、Fe

の 周 り の 構 造 は 不 規 則 に な る 。SnO  !が ａ －Fe バ）,fこ 固 溶 置 換 す る 飽 和 値 と セ ン サ ー 感 度 の 最

高 値 が 一 致 す る こ と は 、a －Fe バ）、と 置 換 し たSn の 割 合 が セ ン サ ー の 検 出 感 度 に 関 連 し て い

る と 結 諭 し た
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繊維の膨張係数 測定へのレーザ ー走査マイ クロメ ーターの応用

山梨大教育　　　 勢 田二郎

（ 目的 ）　 繊維材料 の線 膨張係数は繊維の基本的 物性であるにもかかわらず，繊維の形態

や構造 の特性並 びに試料 の大 きさ や測定環 境の制約 等の諸条 件から， その測定は一般的 で

な く， むしろ体膨張係数 がヂラト メータ ーにより 測定されてい る。し かし， こ の場合測定

は容易で はなく， また膨 張の異方 性は測定で きない 。最近， 一般的な 測定装置として使用

できるよ うにな ったレ ーザ ー走査 マイクロ メーター（L  S  M ）（Mitutoyo 製3   0  1 N ）に

より繊 維材料の線膨張係数 の測定を 行い， 繊維の延 伸の効果 について も検討したので報告

する。

（目 的 ）　L  S  M の測定 部位 に光学窓を有 する加熱炉を 設置し， その中に置いた繊維の長

さ変化をレ ーザ 光（780 nm ）により非接触に測定を 行った。 試料とし てナイロン６（ＮＹ

6 ）モノフ ィラメントを 使用し. 昇温速度0.2 deg/min である。

（ 結果）　 線膨 張係数 既知 の物質を使用し て装置 の精度を確認したか.   高分子 物質 の有す

る（2 ～20    X1O ｀=K-'    ）程度 の膨張係数範囲において有 効な方法であ ることかわかった。

ナイロ ン６に対 する線膨張係数は，未延伸において は延 伸軸方向とそ れに垂 直方|nl につい

てその値に大きな差を 持たないか，延伸すると延伸 軸に平行方向におい て高 温側（ 約7o ℃

以上）において膨 張率が抑制される結果が得 られた。延 伸軸に垂直方向 につい ては，延伸

によ る大きな影響 は認 められず， 延伸によ る膨張 の異方性が観測され た。

線 膨張か ら体膨張 への計算値は，ヂ ラト メ ータ ーによる実測値ともよ く一致し た。


